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ド 治療 目標，下顎中切歯 の 前後的位置，ス テ ッ プ ワ イズ 回帰分析，上下顎 の 垂直的関係，上下顎 の

前後的関係

抄録 ：矯正 患者 は 多様な上 下 の 顎 関係に 応 じた不 正 咬合

を示 して い る．した が っ て，さ ま ざ ま な 顎関係に 対応し

た治療 目標 としての 基準 を確 立 しな くて はな らな い ．上

下顎の 水平関係 に 対 す る歯の 補償に つ い て は 定量 的 に 良

く知 られ て い るが，上下顎 の 垂 直関係に 対す る歯の 補償

に つ い て はあ ま り知 られて い ない ．本研 究 の 目的 は切 歯

の 位置 と角度が，上 下顎 の 前後的関係の み な らず上下 顎

の垂 直 的関係 に ど の よ う に 関運 し て い る の か を調 べ ，臨

床応用 す る こ とで あ る．そ こ で，切 歯 の 位 置 の設 定 法 を 知

る た め に ，安定 し た 良好 な 咬 合 を備 えか つ 多様 な facial

typeを し た 成人 女性 44名 を対象 と し て，歯 に 関 す る 計

測項 目 と顎骨 お よ び歯 に 関 す る計 測項 目 と の 問の 相関 関

係 を調べ た ．ス テ ッ プ ワ イ ズ 回帰 分析 の 結果，以 下 の 回

帰 方程 式 を得 た．1＞下顎 切 歯切 歯点 の 前後的位置は，
∠ ANB と Lower 　facial　heightの 組 合せ と強 く関 連 し，

両 変 数 は下 顎 切 歯点 の NB ま で の 距 離 Ll −NB を 目的

変量 と した 重 回 帰方程 式 y ＝G．7x、＋ 0．2x2 − 9．0，（κ 、
＝

∠ ANB ，　 xx ＝Lower 　facial　height＞ で 示 され ， 重 相関

係数 は r ＝0．79 で あっ た．2 ）切 歯角 は切歯点 の 前 後 的

位 置 L1 −NB お よ び ∠ AB −SN との 組合 せ と 強 く関連

し，両 変数 は下 顎切 歯の 前頭 蓋 基 準線 に 対 す る 角 度 Ll −

SN を 目的 変 量 と し た 重 回帰方程式 y ＝− 1．9Xi十 〇，8
κ 3 十4．8，（Xi ＝Ll −NB ，κ 2

＝∠ AB −SN ）で 表 さ れ た （r ＝

0．95）．3）上 下切 歯軸 間角∠ Inter−incisalは L1 −NB と

LQwer 　facial　heightの組合せ と強 く関連 し，重 回帰方程

式 y ；− 3．3x ，十 〇．6 κ 2 十 106 ．7， （Xl ＝Ll −NB ，　 x2 ＝

Lower 　facial　height）で 表 され た （r ・＝O．88），以 上 の こ

と よ り，切 歯 の 位 置 と角度 は 上下 顎 の 前後的関係お よ び

垂 直 的 関係 と強 く関連 し て い る こ と が わ か っ た，

　　　　 （Orthod　Waves 　62 （2）：123 〜130 ，2003 ）

Clinical　determination　of 　incisor　position
　　and 　angulation 　for　treatment 　goal
　　　　

−一一Study 　with 　the　good

　　　　　 occlusion 　subjects 一

Abstract ：The 　 antero −posterior 　 and 　 supero −inferior

relation 　of　jaws　in　orthodontic 　patients　usually 　varies

according 　 to　 the　 severity 　 of　 their　 malocclusion ，
accordingly ，　 a　standard 　reference 　for　settjng 　a　treat−

ment 　goal　that　flts　 a　wide 　 range 　of　cases 　has　to　be

established ．　The　dental　compensation 　with 　variations

in　 sagittal 　law　 relatienships 　 quantitatively 　 is　 well

known
，
　but　in　vertical 　law　relationships ，　it　was 　stilI

unknown ．　The 　purpose 　of 　this　study 　was 　to　investi−

gate 　how 　the　incisor　positions 　and 　their　inclinations

by　not 　only 　dle　antero −posterior 　relation 　of 　their　jaws
but　 alsQ 　 the　 supero ・inferior　 relation 　 of 　 them 　 are

related ，　 and 　to　 attempt 　to　 apply 　this　information

clinically ．

　Materials　from　44　 adult 　female　sublects　who 　have
various 　facial　types 　with 　good 　occlusions 　were 　used 　to

investigate　the　correlation 　between　the　parameter 　 of

incisors　and 　the　parameter 　of　both　jaws　and 　incisQrs．
Stepwise　 regression 　 analyses 　 were 　 employed 　 and

results 　 were 　 as 　follows，

1）Antero−posterior　position　of　the　1｛〕wer 　incisal　point
correlated 　 closely 　 with 　the　ANB 　 angle 　 and 　Lower

faclal　height
‘‘

r ＝0．79”．　y ＝0．7xJ十 〇．2xL．− 9．0　（y　is

the　distance　between　incision　to　NB 　line“L　1−NB ”
，
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xJ ＝∠ ANB ，κ 2 蕭Lower　facial　height）．
2）Lower 　 incisal　 angle 　 correlated 　 closely 　 with 　 the

L1 −NB 　and 　AB −SN 　angle
“
r ＝0，95”．　y ニー1．9x ，十

〇．8x3十 4．8 （夕 is　the　angle 　between　SN 　 and 　axis 　of

lower　incisor“L　1−SN”
，　x ，

＝L ／
−NB ，κ 2

＝∠ AB −SN ）．

3）The 　inter一呈ncisal 　angle 　correlated 　cl〔｝sely 　with 　the

L1−NB 　and 　Lower　facial　height“r ＝0，88”．｝
1＝− 3．3

x、十〇．6xtt十 106．7．　（y
・is　the　inter−incisal　angle ，κ 、

＝”

L 王
．．NB ，κ L．＝Lower 　facial　height），

　正nc 〔〕nclusion ，　the　incisor　positions　and 　their　inclina・

ti〔ms 　correlated 　close ］y　with 　the　antero −posterior 　and

supero −inferior　relation 　of　jaws，
　　　　 （Orthod　Waves 　62 （2）：123〜130，2003 ）

緒 言

　多様 な 顎関係 を呈 して い る患 者 に とっ て ，形 態 分 析

に お け る正 常咬合者 の 平均値 は治 療 目標 に は な り難

い ．個 々 の 患者 に 対応 し た 矯正 治療目標 と して の 切歯

の 位置 を決定 す る 手段 と し て は，　Tweed ’｝，　Steiner2N‘），

Ricketts5｝な どの 方法 が あ る．そ れ ら を 日本 人 に 応用 す

る た め の 基準値 と して，Tweed 法 で は 岩澤 らe）の 報告，

Steiner法 で は Miura ら
7）
や宍倉

s｝
の 報告，また Rick．

etts 法 で は根津 ら
9〕や 鄭 ら

1°｝
の 報告 が あ る．

　大 山
’1｝は，上 下顎 の 前後関係 と上下顎切歯軸角 と の

間の 回帰式を求 めた 結果，治療後の 上 下顎切歯軸角の

推 定 値 が，Steiner法 を 日本人 の た め に 改 良 し た

Miura らηや 宍倉
s）の 方法 と比較 し て 誤差 が 小 さ い の

で 有用性が 高 く，また，オ トガ イ部 の 成長変化 や 人種

差 に 基づ く誤差 の 介入 を少 な くで き る と述べ て い る．

大山法 は 日本人 を対象と した 独創的 で優 れ た 方法だ と

思わ れ る が，歯軸角 の み ならず，上下顎切歯 の 前後的

位置を知 る こ とが 治療目標の 設定に は 必 要で あ る．鄭

ら
】°〕や Hasund ら

12 ）は，下顎切歯 の位置 は 上下顎 の 前

後的位置関係だ けで なく，下顎下縁 の 傾斜度 や 短 顔型

や 長顔型 な どの 顔面型 に も影響 され る と報告し て い る．

　そ こ で ，多様な顎 関係 を 呈 し て い る に もか か わ らず

良好 な 咬合を した 者 を対象 に，歯軸角 に 加 え下顎切歯

点 の 位i と上 下 顎 の 前後お よ び垂 直的 な位置 を測定

し，そ れ らの相互 関係 を も とに 日本 人 を対象 と した 切

歯 の 設定法 を 開発 し よ う と し た ．治療目標 と して の 上

下 顎 切 歯 は次 の 3段 階 の 設 定法 ，す なわ ち初 め に 下 顎

切歯点の 位置 を設定 し，次 に そ の 歯軸角 を 求め，最後

に 上 顎切歯軸角 を導 く方法 と した．

資料 と方法

　九州大学歯学部附属病院 に 来院 し た患者約 3，000症

例の 両親 の 歯列模型 よ り，矯正 治療 の 既往 が な く，矮

小歯 ・先天欠如歯 ・形態 の 著 し く異 な る 修復物をもつ

者 な どを除 くア ン グ ル 1級咬合で ，
overjet ・overbite

が 1〜4mIn 以 内 で あ り，歯列 弓 か ら逸脱 し て い な い

前歯部 の 軽度 の 捻転 は許容す る こ とを条件 と して 抽出

され た 日本人 の 成人 女性 44名 （平均年齢 ：38．4歳）の

頭部 X 線規格写真を対象 と した．通法 に 従 っ て 中心咬

合位 の 頭部 X 線規格写真 を トレ
ー

ス し，歯 に 関 して は

∠ Inter−incisal，∠ Ll −SN の 角度 と， L1 ・−NB の 距離

を測 定 し た．顎骨 に 関 し て は ∠ SNA ，∠ SNB ，∠

ANB ，∠ AB −SN ，∠ Mp （Mandibular　plane 　angle ），

∠ Go （Gonial　angle ）の 角度 と，上下顎骨 の垂直的要

素で あ る Lower　facial　height（Ans−Me ） の 距離 を測

定 した （図 1）．また 被験者 の 側貌 を評価す る た め，軟

組織上 の 基準線 と し て Esthetic　line’3）を用 い ，上下 口

1−SN
∠ SNANBMp

　facial　height
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唇まで の 距離 LS ，
　 L” S を測定した （図 2）．

　上 下顎切歯の位置と角度を設定す る 回帰方程式を求

め るた め に，ス テ ッ プ ワ イ ズ回帰増加法 を次 の 3項目

で 行 い ，有効 な計測項 目を選出 した． 1＞下顎 切歯点

の 前後的位置 ：L1 −NB を従属変数 と し，上下顎 の 前

後お よび上下関係 を反映 す るパ ラ メ
ー

タ ∠ SNA ，
∠

SNB ，∠ ANB ，∠ AB −SN ，　 Lower　facial　heightと ，

下顎骨形態 を反映す るパ ラ メ
ータ ∠ Mp ，∠ Go を説

明変数と した．2）下顎切歯軸角 ： ∠ L1 −SN を従属変

数 と し，L1 −NB を加 え た 上 下顎 に 関す るパ ラ メ
ータ

を説明変数 と し た．3）上 顎 切歯軸角 ： ∠ Inter−incisal

を従属変数 と し，L1 −NB を加 え た 上下顎 に 関す る パ

ラ メ ータ を説明変数 と し た ．ス テ ッ プ ワ イ ズ 回帰式 に

用 い る 説明変数 の 数 は 2変数 と し，分 析時 の ス テ ッ プ

ワ イ ズ パ ラ メータ の 採用 F 値 は 4，除外 F 値 は 3．996

と した．重相関係tw　r の 有意性 は F ＝Vr／Ve が F 分

布 を す る こ とを 用 い て 検定 した （Vr ：回 帰 に よ る不 偏

分散 ， Ve ：残差変動 に よ る不偏分散）．な お 分析 に は 統

計解析 ソ フ ト Stat　View　5 （SAS 　lnstitute　lnc．，　Cary，
NorthCarolina） を用 い た．

図 2Esthetic 　line

　 上下 口唇 よ り SN に

平行 に 測定．Line よ り

外側方向を正 の 値，顔

面 方 向 を 負 の 値 と し

た．

結 果

1．測定値間の 相関関係

　測定項 目の 基本的統計値を表 1 に示 し，それらの 相

関行列 を 表 2 に示 した．

　危険度 1％以下 で 統計的 に 有意 な相 関を以 下 の変数

間 に 認 め た．1）歯の 項 目の 間 ：L1 −NB 〜∠ L1 −SN，

L1 −NB 〜∠ Inter−incisa1，∠ Inter−incisal〜∠ L1 −

SN ．2）顎骨 の 項目の 間 ：∠ SNA 〜∠ SNB ，
∠ SNB

〜∠ ANB ，∠ SNB 〜∠ AB −SN ，∠ ANB 〜∠ AB −

SN ，∠ Go〜∠ Mp ，∠ Mp 〜Lower 　facial　height．

3）歯 と顎骨 の 項 目の 間 ：L1 −NB 〜∠ ANB ，　L1 −NB
〜∠ AB −SN ，　 L　1−NB 〜∠ Mp ，　 L　1−NB 〜Lower

facial　 height，∠ L1 −SN 〜∠ SNB ，∠ L1 −SN 〜∠

ANB ，∠ L1 −SN〜∠ AB −SN ，∠ L1 −SN 〜∠ Mp ，

∠ Inter−incisal〜∠ ANB ．

ll．回帰方程式

　 ス テ ッ プ ワ イ ズ 回 帰増加法 を用 い て ，歯 と顎骨 に 関

す る 項 目の 中 よ り，切 歯 の 位置お よ び角度 に 対 して 有

効 とな る変数 を抽出し ， 以 下 の 重 回 帰方程式 と重相関

係tw　r を得 た ．

表 1 資料 の 頭部 X 線規 格写真分析値

平 均 標 準偏 差 最 小値 最大 値

L1 −NB （mm ） 8，43 ，0 1．015 ．0
∠ L1 −SN 47，69 ，930 ．471 ．7
∠ Inter 121，79 ，892 ．7139 ．5
∠ SNA 83．13 ，374 ．989 ．8
∠ SNB 79．43 ，572 ．986 ．5
∠ ANB 3．72 ，6 一2．79 ．5
∠ AB −SN 74．16 ．463 ．088 ，2
∠ Go 121．17 ．1100 ．7134 ．1
∠ Mp 27．16 ．214 ．741 ，3
LFH （mm ） 74．05 ．363 ．787 ．0n

；44

表 2 測 定値間 の相関行列

Ll −NB 　 ∠ Ll −SN ∠ Inter ∠ SNA ∠ SNB ∠ ANB ∠ AB −SN ∠ Go ∠ MpLFH

L1 −NB 1．00
∠ L1 −SN 一．85＊ 京 1．00
∠ Inter 一，84＊ ＊ ．75＊ ＊ 1．00
∠ SNA ，29 ．02 一．301 ．00
∠ SNB 一．26 ．63＊＊ ．13 ．71＊＊ ユ，00
∠ ANB ．71＊ 孝 一．82＊ ＊ 一．54＊ ＊ ．31 一．45榊 1，00
∠ AB −SN 一．52桝 ，81榊 ．37 ．26 ．85串＊ 一．82＊＊ 1．00
∠ Go ．22 一．21 一．15 一．11 一 17 ．08 一 111 ．00
∠ Mp ．45串＊ 一．39聯 一，28 ．06 一．21 ．36 一．28 ．49＊ ＊ 1．00
LFH ．51料 一，31 一．20 ．07 一．12 ．25 一 19 ．20 ．41料 1，  0

n ＝44，　＊＊：P く 0．01
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　　　　　表 3　ス テ ッ プ ワ イズ 回帰分 析 法 に よる説明変数の 選定 と重相関係数 お よび重 回帰方 程 式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F 値

　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　34．553＊ ＊ ＃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20ユ．573 ＊＊＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　70．271＊累串

　 R ：電 相関係数　fi’　Lt ：浹定係数 　SE ：従属 変 数 の 推定 値 の標準偏差 　
“＊＊

：P 〈 O．oel

（mm ）　 　 y’O・81X ＋ 5．4Lr ＝O・71 　 　 　 a 　 　 （m。 ）　 　 Y ＝O・29X −・3・e3・・ ＝O．5・ 　 　 　 b

　　l駒　 …　 ，，
・

・ 　　 li　　　 　 ・

　冖　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H

　　。 し 9
．
．．＿1− ＿＿＿

一
一

＿
一

＿
一　　　　 。　

　　　．4 ．2 　 。 　 24 　 6 　 8 　 　 　 　 　 　 65 　 7。 　 7、 　 8。 　 8』

　　　　　　　　　　　　
∠ ANB

　 　 　 　 （
°

）　 　 　 　 　 　 　 L・w ・ ・f・・i・l　h・ight 　 　 　 （  〉

　　　　 図 3−1Ll −NB に 対 す る ∠ ANB と lower　facial　height の 散布図，回帰直線お よび回帰式

（
°

） y ＝−2・78x ＋ 71・e7・r＝−o・85 　 a （
e

） Y ≡1・26X −45・88・r＝o．81 　 b

；il＼ 靜 　　　 li」　　 ・ 亀

。 55 　 　 。 　 　 　 　 　 。 55 　 　 　 　 9 　動 0
の 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　¢

嚠　 。 　　
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　 1 ：下顎切歯点の NB ラ イ ン まで の距離 L1 −NB ：

y ・＝O．7x．t 十〇．2x2 − 9．O，（xl ＝∠ ANB ，
　 xe ＝Lower

facial　height，　 r ＝・O．79）．2 ：下顎切歯 の前頭蓋基準線

に 対 す る角度 ∠ L1 −SN ；y ＝− 1．9x ，十 〇．8 κ 2 十 4．8，

（xi ＝Ll −NB ，　 xe ＝ ∠ AB −SN，　 r ＝ 0．95＞．3 ：上下顎

切 歯 軸 間 角 ∠ lnter−incisal；y ＝− 3．3x ・＋ 0．6 κ 2 ＋

106．7， （κ 1 ＝ L1 −NB ，　 x2 ＝ Lower　facial　height，　 r ＝

O．88）．下 顎 切歯点 の NB ラ イ ン ま で の 距 離 L1 −NB
は，上 下顎 の 前後関係 を反映す る ∠ ANB と最 も関係

が 強 く，両者間 に は相関係tw　r ＝0．71 の 有意 な 相関関

係 を示 した．∠ AB −SN と も r ＝ − 0．52 の 有意 な 相関

関係 を 示 した （表 2）．ス テ ッ プ ワ イ ズ 回 帰増加法 で 分

析 した結 果，ス テ ッ プ 1で 上 下顎 の 前後関係 を 表す ∠

ANB が ，ス テ ッ プ 2 で 上 下 顎 の 上 下 関係 を 表 す

Lower　facial　heightが 選択 さ れ た （表 3）．選択 され

た変数 ∠ ANB ・Lower　facia1　heightと L1 −NB の 間

の 散布図，回帰直線 ， 相関係数お よ び 回帰方程式 を図

3−1 に 示す．

　下顎 切 歯軸角の 指標 と し た 角度 ∠ L1 −SN は，5 項

目で 相関係数 r ＝0．6以上 の相関関係 を 示 して い た が

（表 2）， ス テ ッ プ ワ イズ 回帰増加法 で は L1 −NB ，∠

AB −SN の 順 に選 択され た （表 3）．した が っ て，回帰

方程式 の 説明変数 に は こ の二 項 目を採用 した．選択さ

れ た変数 Ll −NB ・
∠ AB −SN と ∠ Ll −SN の 間 の 散

布図，回帰直線， 相関係数お よ び回帰方程式 を図 3−2 に

示す．上顎切歯軸角 は ∠ Inter−incisalを指標 と して 求

め た が ， L1 −NB ，　 Lower　facial　heightの 順 に 選択 さ

れた （表 3）．した が っ て 回 帰方程式 の説明変数 に は こ

の 2項 目を採用 した．選択 された変数 L1 −NB ・Lower

faclal　heightと ∠ Inter−incisalの 間 の 散布図，回帰直

線，相関係数 お よび回帰方程式 を 図 3−3 に 示 す．そ れ

ぞ れ の 項目に お ける ス テ ッ プ ワ イズ 回帰分析 ス テ ッ プ

2 の 分析結果 を表 4 に 示 す．また，お の お の の 重回帰方

程式 の 重相関係数 r は 高い 有意性 を認 め た （表 3）．

考 察

1 ．資料 に つ い て

　 日本人 の 矯正 治療 の ゴ
ー

ル 設定 を 目的 と し た研究対

象 に は，矯正治療 を終了 した 者，ま た は 矯正 治療 の 既

往 の な い 者 を対象 と した 2種類 の 報告 が あ る．矯 正 治

療終了 症例を 用い る な ら ば，変化 させ た 咬合 が 安 定 し

て い る の か ど うか の 判 定 が 困 難 で あ る．十分保定 が 終

了 しか つ 調和の とれ た咬合 と は い え，矯正 治 療後 の 後

戻 り は保定終 了後 に も生 じて い る
14 ｝．した が っ て，治療

目標設定の 基準 に 用 い る 資料 と し て は 矯正 治 療 を受 け

た者は 適当 と は い え な い ．

　本研究 で は，矯正 治療の既往 が な く，ほ ぼ 良好 な咬

合を呈 して い る こ と を条件 に 対 象 を抽 出 し た．用 い た
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表 4 ス テ ッ プ ワ イズ回帰分析ス テ ッ プ 2の 結果

　　　　　a ：Ll −NB 対 7 独立 変 数

回帰係数 標準誤差
標準回帰

　 係 数
除外 F 値

切 片

LFH

∠ ANB

一9．02
　0．20
　0．71

4．050
．060
．11

一9，02
　0，35
　0．62

4，9612
，8840
，21

b　 ∠ L1 −SN 対 8独 立変 数

回帰係 数 標 準誤 差
標準回帰

　係 数
除外 F 値

切 片

∠ AB −SN
L1 −NB

　4．84

　0．79
− 1．91

7．320

．090
．18

　 4 ．84

　 0．51
− 0．58

　 0．4485

．01108
，69

c ：∠ lnter−incisal対 8独立変数

回帰係数 標準誤差
標準回帰

　係数
除外 F 値

切 片

LFHL1
−NB

工06．65
　 0．58
− 3．27

10．870
．160
．28

106．65
　 0．31
− 1．00

96，2712
．91133

．24

資料は多様 な facial　type の者が含まれ て い た．また，

被験者すべ て が 成人で あ り，長年 そ の 安定 した咬合を

維持して きた と考 え ら れ た．現代 日本人成人正 常咬合

者 の 頭部 X 線規格写真 の 基準値 を長岡 ら
15 ｝が 調 査 し

た が，資料 の 選出条件 と して ∠ ANB を 1〜4
°
に 限局 し

た．す な わ ち彼ら も述 べ て い る よ うに 対象 と し た 顔貌

は straight 　type で あ る．しか し，　 Graberi6）は，
“

正 常

咬合 に もバ ラ ツ キ が あ り，facial　 type は concave ，

straight ，　 convex に 分 け られ それ ぞ れ 歯軸角 は 異 な っ

て い る
”

と述 べ て い る．本研究 は，種 々 な顎関係 に対

応 した 切歯 の 位置 と 歯軸角 を調べ ，そ の 結果 を治 療 目

標 の 参 考 とす るた め，対象 と した 資料 の 顎関係 に 制限

を設 け な か っ た．こ の 点，飯塚 ら
17）は頭部 X 線規格写

真計測 の 基 準値 に つ い て ，そ の 対象 を
“
咬合の 正 常 な

も の とい う条件 を主 体 と して 顔貌の 調和 と い う点 は選

出の 基準外 と し た
”

と 述べ て い る．本資料 と共通 した

計 測 項 目∠ Mp ，∠ SNA ，∠ SNB ，∠ ANB
，

∠ Inter−

incisalの 飯塚 ら
17 ，

の 平均値 と 標準偏 差 は お の お の

28．8± 5．2，82．3± 3．4，　78．9± 3．4，　3．3± 1．7，　124．0±

7．6で あ り，それ らの 平均値 に本研究資料 との 統計学

的 な 有意差 は 認 め られ な か っ た．こ の こ と は，本研究

資料の 選択基準 と同様 で あっ た 結果 と考え られ た．

　顔 貌 に つ い て 本研 究 で 用 い た 資 料 の 側 貌 を

Esthetic　lineを 用 い 評価 した．測定 は 側貌 か らみ た 上

下 口 唇 の 最突出点 （LS ，
　 L ” S）の Esthetic　lineまで の

距 離 を SN に 平 行 に 測 定 し，結 果 を 他 の 研 究 者
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表 5　本研究 と井藤 ら
18｝ ・鄭 ら

1°） ・平野 ら
1”）

の 軟組織測定値の 比較

本研究 （n ＝44）
　　　　　　　　1
井藤 ら （n ＝36） 鄭ら　（n 二68）　　1　平野 ら　（n 二9）

平 均　標準偏 差 平 均　標準偏差 平均　標準偏差　i平均　標準偏差

上唇

ド唇

一〇．3主 3 ．2

　 1．5二 2．8

　 　 一〔1、7± 2 ．3
＊
　 　 0．4± L9

一
〇．2± 1．6

　 1．0土 1，4

一
〇．8 ＝ 1．8

　 1．7土 2，0
＊

：p ＜ 0．05　（rnm ）

ら
1°・1s・19〕

の 成績 と対比 さ せ て 表 5 に 示した．鄭 ら
i°｝

は距

離 を FH に
’
ド行 に 測定 し，矯 正 治療後 の 症例 の 側貌の

良否 を 3名の 矯正 専門家 が 判定 した 結果 ，3名の 評価

が一
致 した 上唇 の 平均値 と 標 準偏 差 は

一
  ．2mm ±

i．6mm で ，下唇 で は 1．Omm ⊥ 1．4mm と報告 して い

る．井藤ら
IB 〕は，距離 を SN に 平行 に 測定 し，5名の 矯

正 専門家 が 矯正 治 療後 の 症例 の 側貌 を判定 し た ，結果

的 に 4 名以 上 の 判定 の
．・
致 した 調和群 の 上 唇 の 平均値

と 標 準 偏 差 は
一

〇．7mm ±2．3mm ，下 唇 で は 0．4

1nm ± 1．9mm と報告 し た ．ま た ，平野 ら
’e〕

は 輩 線距離

を測定 し，女 性 1級叢生
“borderline　case ”

で の 抜歯
・

非抜歯治 療 に お け る側 貌 変 化 を調 べ た．臨 床経 験 10年

以 上 の 矯 正専門医 3 名が 口 唇 の 突出感 を認 め な か っ た

非抜歯治療群 の ，治療前 の ヒ唇 の 平 均 値 と標準偏差

は一〇．8mm ± 1．8mm で ，

．
ド唇 で は 1．7mm ± 2，〔｝

mm で あ っ た ．一
方，本研究対象 の 平均値 と 標準偏差

は 上唇 で は 平 均
一

〇．3mm ± 3．2mm 、下唇 で は 1．5
mm 土 2．8mm で あ り， 井藤ら

1s ）の 下 唇 の 値 と の 間 に の

み平均値 の 有意差 （p＜ 0．05）を認 め た．本研究対象 は

facial　type や側貌 を限定す る の で は な く ， 咬合 の 正常

な もの を資料選択の条件と し たが ，こ の 条件 は矯正専

門家 か ら み た顔貌の 調和 をあ る程度伴 っ て い る の か も

しれ ない ．

　Cochrane ら
2° 〕は矯正専門家 と

・・
般人 の お の お の 40

名を対象に側貌の 好 み に つ い て 調 べ た．そ の 結果，矯

正科専門家 は
一

般人 よ り も 1級 の 側貌 を好 む傾向 が

あっ た．そ の た め，矯正 治 療前 に，患者 の 希望を確 か

め る乎段 と し て イ メージ ビ デ オ の 使用 を 提唱 し て い

る．Mantzikos21，は渡米 した 日本 人 2651名を無作為抽

出 し，側貌 の 好 み を調 査 した．そ の 結果，彼 ら は ヒ下

口 唇 の 後退 した 側貌を選ぶ 傾向 に あ り，白人 が
一

般的

に 好 む傾向 と
一

致 し た ．こ の 側貌 は 日本人 的側貌 とは

異 な る に もか か わ らず，こ の よ うな結果が 出た とい う

こ とは，メ デ ィ ア の 影響 が ある の だ ろ う と報告 し て い

る．こ の よ う に ，顔貌 の 調 和 や 好 ま し い 側貌 とい う判

定 を 矯 正 専 門 家の み で 行 うこ と は 普遍 的 で は な い だ ろ

う．好 ま し い 側貌 と い う もの は 宍倉
S〕
も述 べ て い る よ

うに ，時 代 お よ び人 種 ま た 個入 な ど に よ り異 な り，そ

れ は 生理学的 に 安定して い る か どうか と い う こ と とは

無関係 だ と考 え られ る，し た が っ て，咬 合の 安定 とい

う こ と を考慮 す る な ら ば，過度 に 側貌 を治療 目標 に 組

み 込 む こ とは避 け るべ き で は な い か と思 わ れ る．

II．回帰方程式に つ い て

　矯正 治療 の ゴール 設定 と して，上 下顎切歯の 位置 を

定め る方法 は 2種類 に 大別 され る．一一
方 は上下顎 の 前

後的関係 と切歯 の 植立状態 の 相関性 を利用す る 方法

で ，他方 は あ る 計測線 と切 歯 が
一

定 の 関係で あ る こ と

を 利 用 す る 方法 で あ る．前者 に 属す る も の は，

Steiner2”4｝
の ∠ ANB と ∠ NA −U 　1，∠ NB −L 　1 の 角

度 お よ び 距離 との 間の 柑関性 を利用 した 分析法 が あ

る．わ が 国 に お い て は瀬端 ら
22・zy ｝

が ∠ ANB と ∠ Ll −

FII に，大西
2‘〕が ∠ NAB と ∠ L1 −SN に，大山

lu
が ∠

AB −SN と上 下 顎 切歯軸 角 と の 間 に 相 関 を認 め る と報

告 して い る．また ，井藤 ら
Is ），山内 ら

25 ｝も 1二下顎切歯軸

角 と切端 の 位置 は 上 下顎 の 前後的位置関係 と柑関が あ

る と述 べ て い る．後 者 は，Ricketts5〕が A −・Pog に 対 す

る下顎切歯の 角度 と距離 は 年齢 ・個人差 に 関 わ ら ず
一

定 で あ る と い う 見 解 を用 い た 分 析 法 や ，Tweed1〕
の

FMIA の 理 想 値，また 井藤 ら
’s｝，　rlJ内 ら

25 ）の 顎関係 の 不

調和 を補償す る 方向 に 植立 した 歯 は，A −B 線 に 対 して

ある一
定範囲 の 位置 を と る と した 報告 な どで あ る．わ

れ わ れ は前者の 方法で ，」ニ ド顎切歯の 位置 と 角度 を定

め る 手段 と して ，歯 と顎骨 の 相関性 を ス テ ッ プ ワ イ ズ

回帰分析法 で 検討 した．こ の こ とで 上 下顎 切歯の 位置

や歯軸を決 め る最も有効 な変数を抽出す る こ と が で き

た．

　Denture　pattern と skeletal 　pattern の 間 の，咬合 を

維持 す る た め の 補償機構 に 関 して ，井藤 ら
IB ）は 矯正 治

療終了症例 に お け る顎 の 不調和 の 程度と顔貌 に関 して

調 べ
， 臨床的 に ∠ ANB は

一7．e
“〜9．O

’
の 範 囲 で あれ

ば，上下顎 の 前後的不調和 は切歯 の 植立 方向と位置に

よ っ て 補償 し うる と報告 して い る，Mitsui ら
26）

は，正

常な上下切歯関係 と class 　lの 咬合 を し て い る成人 女

子 73名を対象 に，dental　 compensation を調 べ ，∠

SN 　 AB が、L下顎関係を表す最 も適切 な パ ラ メ
ーター

で あ り，skeletal 　 class 　IIか ら skeletal 　class 　IIIに 1
’
変

化 す るの に対 して，下顎切歯 は 1，1活 側傾斜 す る と報

告 して い る．また，そ の 対象と した 資料 の ∠ ANB の 範

囲 は
一1’〜8で あ っ た ．大山

m は成人正 常咬合者お よび

矯正 治療患者 の リ コ ール 症例 を 用 い て 上下顎切歯軸角

を 調 べ た．上下顎 の 関係 を 表す ∠ ANB は ∠ AB −SN

に 比 較 して．上 ド顎 切 歯軸角 に対 す る相関が 低い 傾向 に

あ る の で は な い か と述 べ て い る．成人 正 常咬合者男女

合計 19名 で 調 べ た 結果，∠ AB 　 SN が 1
’
減少 す る に
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従 い 1，2°下顎切歯 は唇側 に 傾斜 す る と報告 して い る．

対象と した資料 の ∠ ANB は 0°〜7
°
の 範囲で あ っ た，

本研究 で 用 い た 資料 の ∠ ANB は
一2．7“〜9．5°の 範 囲

で ，大山
’1）

や Mitsuiら
26 〕

よ り も広範囲 で あっ た ．下顎

切歯軸角を回 帰 させ る顎 骨 の 変数 と して 彼ら と同様に

∠ AB −SN が 選択 さ れ，上 下顎 の 前後関係 を表 す ∠

ANB は ∠ AB −SN に 比 較 して 上下顎切歯軸角に 対 す

る相 関が 低 い 傾 向 に あ る こ と を認 め た．∠ AB −SN と

下顎切歯軸角 の 関係 を単 回 帰で 示 す と，∠ AB −SN が

1
°
減 少 す る に 従 い 1．26

”
下顎切 歯 は唇側 に 傾斜 し （図

3−2，b），彼 らの 報 告 と 同様 な dental　compensation を

追認 した．

　 鄭 ら
1°）は，審美 的 観点 か ら み た矯 正 歯科治療 の ゴ ー

ル 設定 に お い て
，
Rickettsの 分析法 で A −Pog 線 に 対

す る 下顎切歯点 の 位置 を調 べ た 結果，中顔型，短顔型，

長顔型 そ れ ぞ れ 下顎中切歯 の 位置 は異な り，審美的 に

調和 の と れ た顔貌 を獲得す る に は ， 長顔型 の 場合 ， 他

に 比 べ 下顎前歯 の 位置 を約 1mm 唇側 に 植 立 す る よ

う に留意す べ き で あ る と述 べ て い る．ま た Hasund

ら
121

は 多様 な facial　typeを し た 成人 症例 を用 い て 切

歯 の 位置 を調 べ た 結果，Steiner法 と 同様 に ∠ ANB

と上下切歯の位置に強い 相関の あ る こ と を認 め，ざら

に L1 −NB と ∠ Mp の 間 に 関係 の あ る こ と を報告 し

て い る．わ れ わ れ は対象資料 の facial　type と は無関係

に，上下顎 の垂直的関係 を反 映 す る連続 した 変数 と し

て ∠ Mp お よ び Lower　 facial　 height を 測定 し た．

Lower　facial　heightは ∠ Mp よ りも上 下関係 を直接

反映す る指標 で あ る．L1 −NB と ∠ Mp お よび Lower
facial　heightの 問 に 統計的 に 有意な相関関係 を認 め た

（表 2）．す な わ ち下 顎 下縁の 開大 を時 と して 伴 い ，下顔

面高 が増大す る と下顎切歯 は唇側 に 位置す る傾向が あ

り，Hasund ら
12 ）や 鄭 ら

1°）
の 報告 と同様 の 現象を認 め

た．L1 −NB に 対 す る 重 回 帰方程 式 の 説 明 変 数 ∠

ANB と Lower　facial　heightの 標準 回 帰係数は 0．62

と 0．35で あ り（表 4−a ），こ の 値 は 下顎切歯点 の位 置 に

関与す る 上下顎骨 の 前後的要素 と垂直的要素 の 重 み の

割合 を反 映 して い る と 考 え られ る．仮 に Lower 　facial

heightが一
定 の 値 を と っ た場 合，∠ ANB の ± 1S ．　D ．

の 範囲 で 下顎切歯点 の 位置 は 約 3．6mm 前 後的 に 変

化す る．逆 に ∠ ANB が
一

定 の 値 を と っ た 場合，　Lower

facial　heightの ± 1S ．　D ．の範 囲 で 下 顎 切 歯点 の 位置

は約 2mm 前後的 に 変化す る．

　 ま た ，Ll −NB を 説 明 変 数 ∠ ANB で 単 回 帰 さ せ た

場合 の 相関係数 は r ・−70 ．71 で あ り，説 明 変 数 ∠ ANB
と Lower　facial　height で 表 さ れ た 重 回帰方程式の 相
関係数 は 7

’＝0．79で あ っ た （表 2，3）．寄与率 は お の お

の  ．50 と 0．62 で ある ．∠ L1 −SN に 対 す る 説明変数

は ス テ ッ プ ワ イ ズ 回 帰分析の 結果 4項 目選 択 され ，第

3 ス テ ッ プ で Lower　facial　heightが 選 択 され た （表

矯正 治療目標 と して の切 歯の 位置 と角度 の設定法　　129

3）．た だ し，重 回帰方程式 の説明変数 の 数 を 2個 に 統

一一
した の で採用 しなか っ た ．こ の こ とは，説明変数 の

数を増や して も重相関係数 の 値 が あ ま り．上昇 し な か っ

た こ と と，な る べ く簡素 な算出法 に した か っ た か らで

あ る．

　 ∠ L1 −SN を説明変数 L1 −NB で 単 回帰 さ せ た 場

合 の 相関係数 は r ＝− O．85 で あ り，説明変数 L1 −NB

と ∠ AB −SN で 表 さ れ た 重 回 帰方程 式 の 相関係数 は

r ＝0．95 で あ っ た （表 2，3）．寄与率 は お の お の 0．72 と

O．90 で あ り，3 つ の 重 回帰方程式の 中で 最 も寄与率 が

向上 し て い た．∠ Inter−incisalも Lower 　faclal　height

の 影響 を受 け て い た （表 4−c ）．す な わ ち，∠ Inter−in・

cisal に 対 す る 重 回帰 方程 式 の 説 明変数 L1 −NB と

Lower 　facial　 heightの 標準回帰係数 の 絶対値 は 1．0
と O．31 で あ り，こ の割合で ∠ Inter−incisalに 影響 し

て い る こ と が わ か っ た．ま た，∠ Interincisalを説明

変数 L1 −NB で 単回帰 さ せ た 場合 の 相関係数 は r ＝−

0．84で あ り，説 明 変 数 L1 −NB と Lower 　 faciaI
he量ght で 表 さ れ る重回帰方程式 の 相関係数 は r ＝0．88
で あ っ た （表 2， 3＞．寄与率は お の お の 0，70 と 0．77 で

あ る．∠ L1 −SN と ∠ Inter−incisalを従属変数と した

ス テ ッ プ ワ イズ 回帰分析 の 際 説明変数 と して顎骨 に

関す るパ ラ メータ 以 外 に ， 歯 に 関す る パ ラ メ
ー

タ L1 −

NB を加 え た．こ れ は，そ れ らに対す る相関関係が 強

か っ た こ と に よ る が，結果的 に 上下顎 の切歯軸角 を求

め る 重 回帰方程式 の 変数 に パ ラ メ
ータ L1 −NB が 選

ばれ た こ とで 臨床応用 しや す い もの と な っ た．例え ば，

患者 が 設定 した 位置 に 満足 しない 時な どの よ うに，切

歯の 位置と角度を 回帰直線 で 求 め た値 だ け で な く，患

者 の 要望 に も応 じた位置 に お け る角度を求め る こ とが

可能 に な っ た ．平野 ら
19 ）

も
“
borderline　case

”
の 治 療

に 際 して の 抜歯あ る い は 非抜歯の 決定 に，患者 が 口唇

の さ らな る後退 を望 む な らば抜歯 を選 択 し て お り，今

後 ま す ま す患者 の 意向 を治療計 画 に 反 映 させ な けれ ば

な ら な い ．

　以 上 の よ うに，切 歯 の 位置 と角度 に は 上 下顎 の 前後

的関係 の み な らず垂直方向の 要素 が 強 く働 い て い た．
した が っ て ，頭部 X 線規格写真上 の 上下顎 骨 の 前後的

関係 か ら設定す る従来 の 方法 に 上 下顎 の垂直的 な 要素

を加 えた 本法 は，さ ら に 向上 した切 歯の 設定法 で あ り，
診断や 治療計画，さ ら に は 治療後 の評価の

一
助 に な る

と考 え られ る．また 本研究 で は，自然な状態 で安定し

て い る 良好 な咬合 に お い て，上 下顎 と切歯が どの よ う

な 位置関係 に あ るの か を調べ た が，治療 目標 を 立 て る

際 に は，審美性や患者 の意向 も重 要で あ る こ と は い う

ま で もな い ．しか しそ れ らの 要素 で 治療 を計画 す る場

合で も，生 物学的 に 安定 しや す い 位置 を知 っ て お くこ

と は 臨床 ヒ重 要 な こ と と思われ る．
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